
 

平成 30 年度事業報告書 

 

平成 30 年 4 月 1 日 〜 平成 31 年 3 月 31 日 

 

特定非営利活動法人広野わいわいプロジェクト 

 

 

１．事業の成果 

 平成 30 年度における当法人の活動は、広野町の補助金を活用し定款にある町民と町外の人との賑わ

い交流事業を主に一年を通して活動した。 

 

（１）平成 30 年度広野町心の復興事業「ひろの笑顔サンサンプロジェクト」  

 平成 29 年 3 月末応急仮設住宅支援が終了し東日本大震災に伴う長期の避難生活（一部を除き）

を終え、広野町へ帰還(80％超)して広野町での生活を送り１年余りですが、応急仮設住宅等での避

難生活が長期化したこともあり、生活再建や地域コミュニティ形成が十分とは言えない状況にある。こ

のような状況を踏まえ帰還者の安定した生活を営むことが出来るよう生活(生業)再建や生きがい創り、

地域のコミュニティ再構築を支援し、帰還者(地域住民)の心の復興を促進させ、震災前以上の広野

町、持続可能な地域社会創りに寄与することを目的に実施した。 

 

１）まいて育てる生きがい事業 

ａ．農産物栽培他 

 笑顔サンサン農園にて災害公営住宅独居の方を中心に農産物を栽培してもらい、野外の農作

業を通じて引き籠り的な生活の解消を目的として実施する。また農産物栽培に地域住民にも参

加頂き、農園を中心に交流を促進させ、生き甲斐を見出し、生き生きとした地域創りを目的に実

施した。 

b. ボランティアバスツアー 

 県外等のボランティアや地域住民の交流のため「ボランティアツアー活動交流会（主催）」を行

い、農園で収穫した農産物を提供頂き、被災者を含む住民らで調理し提供し食を通じて交流す

るとか、地域の賑わい創りイベント「ひろのパークフェス（主催）」に農園で収穫した農産物を販売

し、地域住民や交流人口との交流が促進され、引き籠り的な生活を打破し、生き甲斐を見出し、

笑顔溢れ健康増進にも寄与し、生き生きとした地域創りに貢献出来た。 

２）なりわい創出支援事業 

ａ．6 次化商品開発 

 町内森林の木材市場流通再開に着眼し、原発事故による双葉郡の木材に対する風評払拭を

目的に、町内の製材店や木工製作経験者並びにふたば未来学園の協力を得て、広野町の木

材を活用し木製パズルを開発しサンプル品を製作した。 

ｂ．パソコン教室 



 町に帰還し安定的な生活が送れるよう地域社会に求められている職業スキル習得の支援とな

るパソコン教室を実施した。特に子育て世代の自宅就業支援に繋がる様、行政事業の「ふくしま

未来テレワークおらげ」と連携し、テレワーカーに繋がるパソコン教室を開催した。 

３）まちなかに賑わい育てる交流事業 

ａ．まちなかマルシェ 

 町中心部広野駅前通りに震災前の賑わいを取り戻すことを目的に、駅前旧馬場医院駐車場を

会場にまちなかマルシェという井戸端的交流の場を提供し駅前に足を運んで貰うよう定期的に開

催した。 

 

（２）町民と町外の人との交流事業 

 広野町のコットン畑及びひろの防災緑地に、主に首都圏のボランティアを受入れ、地域住民ともに

除草などの管理作業を行い、交流会などで相互理解を深め、震災被災地の復興の一助に寄与した。 

 

（３）オーガニックコットンの栽培・販売事業 

 津波被害地区の塩害などによる耕作放棄地を利活用して塩害に強いコットンを、オーガニック栽培

を売りにし、被災地発信並びにコットン販売することで、震災原発事故の風評払拭に貢献したと考え

る。 

 

（４）地場産品の６次化振興事業 

 広野産の特別栽培米を生地にした焼き菓子(ビスコッティ)の販売、女性の手仕事による広野町のイ

メージキャラクター「ひろぼー」をモチーフにしたクラフトテープで編み上げた「ひろぼーバスケット」を

小物雑貨として各種イベントでの販売や行政来訪者へお土産品として販売し、広野町のＰＲ並びに震

災原発事故の風評払拭に貢献したと考える。 

 

（５）都市公園・森の再生・維持管理事業 

 広野町太平洋沿岸にある「ひろの防災緑地」のうちの「Present Tree in ひろの」エリアの樹木につい

て、枯渇・倒伏・管理杭状況確認・下草繁茂状況確認や清掃除草作業など年度を通して管理した。都

市公園と位置付けられている「ひろの防災緑地」に森の再生を目的にして植樹した樹木の育樹管理を

したことで、樹木の生長・防災緑地の景観保持に貢献出来たと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 
事業内容 実施日時 実施場所 

従事者の

人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

支出額 

（千円） 

町 民 と 町 外

の人との賑わ

い交流事業 

 

平成 30 年度広野町

心の復興事業「ひろ

の笑顔サンサンプロ

ジェクト」  

平成 30 年

6月 1 日 

～ 

平成 31 年

3 月 31 日 

広野町内

他 

15人 地域住民及び

首都圏住民 

延べ 2,800 人 

3,242 

 

 

町 民 と 町 外

の 人 と の 交

流事業 

ボ ラ ン テ ィ ア の受

入、地域住民との交

流会 

平成 30 年

4 月 1 日 

～ 

平成 31 年

3 月 31 日 

広野町内

他 

15人 地域住民及び

首都圏住民 

延べ 340 人 

227 

オーガニック

コットンの栽

培・販売事業 

オーガニックコットン

栽培管理とコットン

販売 

平成 30 年

4 月 1 日 

～ 

平成 31 年

3 月 31 日 

広野町内 15人 地域住民 

延べ 100 人 

9 

地場産品の

６次化振興

事業 

６次化商品の開発と

販売 

平成 30 年

4 月 1 日 

～ 

平成 31 年

3 月 31 日 

広野町内

他 

15人 地域住民及び

首都圏住民 

延べ 100 人 

71 

都市公園・森

の再生・維持

管理事業 

「ひろの防災緑地」

の う ち の 「 present 

tree in ひろの」エリ

アの樹木育所管理 

平成 30 年

4 月 1 日 

～ 

平成 31 年

3 月 31 日 

広野町内 15人 地域住民 

延べ 100 人 

0 

 

以 上 

                                                                   


